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評価項目 配点

５点

５点

提案内容の実現性 ５点

事業への理解・知識 ５点

５点

５点

５点

５点

５点

５点

５点

５点

５点

６５点

５点

５点

業務実績 ５点

府内に本店がある ５点

府内に支店、営業所がある ３点

上記以外 １点

価格点 １５点

３５点

１００点

【配点基準】
優れている ５点

やや優れている ４点

標準 ３点

やや優れている劣っている ２点

劣っている １点

５点

１０点

令和３年度生活困窮者等就労準備支援事業運営業務

　企画提案　評価基準表

１０点

緊急時の連絡体制は整っているか。

提案項目③
提案者独自の支援プログラムが準備されているか。

地域性等を勘案したプログラム内容となっているか。

評価内容

提案内容の的確性

各行程ごとに妥当な時間配分がなされ、業務完了に至るまでの過程が
明確に説明されているか。

本業務と同種・類似業務の実績があるかどうか。

実施方法等が具体的で、実現性があるか。

事業内容及び目的に関する理解・知識が十分にあるかどうか。

全体の評価

小計

合計

仕様書を的確に踏まえ、明確かつ具体的に提案されているか。

事業を効果的・効率的に実施するための提案がされているか。

各人に対応できる支援メニューが継続的に実施出来るよう準備されているか。

１ヶ月、３ヶ月等の期間内での達成目標が定まっているか。

プログラムに対応できない人への具体的な支援方法が提案されているか。

業務実施体制
業務実施面

京都府内に、本店、支店又は営業所等を有する者であること。府内企業

満点（15点）×（提案価格のうち最低価格/自社の提案価格）

提案内容を実施できる人員、経験のある者による支援体制が確保され
ているか。

小計

関係機関との連携及
び連絡調整

独創性

提案項目②
関係機関との連携方法について具体的に提案されているか。

日常生活自立、社会生活自立、就労自立という段階に応じた支援メニューが体
系的かつ臨機応変に実施できる体制が出来ているか。

提案項目①
支援対象者の自立に

向けた手法

利用者のアクセスのしやすさ、および、遠方地域での支援を考慮出来ている
か。


